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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四
半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 13,432 8.6 1,409 22.7 1,487 19.4 1,009 16.0
29年3月期第2四半期 12,363 △4.6 1,148 △8.8 1,245 △9.5 869 △5.2

（注）包括利益 30年3月期第2四半期  2,701百万円 （347.2％） 29年3月期第2四半期  604百万円 （△23.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 42.50 ―
29年3月期第2四半期 36.63 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 44,243 35,252 78.0
29年3月期 40,066 32,846 80.3
（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 34,527百万円 29年3月期 32,157百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 11.50 ― 11.50 23.00
30年3月期 ― 11.50
30年3月期（予想） ― 11.50 23.00

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,000 7.3 2,500 5.5 2,650 3.5 1,800 △0.9 75.79



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 25,372,447 株 29年3月期 25,372,447 株
② 期末自己株式数 30年3月期2Q 1,624,719 株 29年3月期 1,624,329 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 23,747,927 株 29年3月期2Q 23,748,348 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出の増加による企業収益の改善や、個人消費が持ち直すな

ど緩やかな景気の回復が続きましたが、中国経済の減速に加えて米国の政策動向や依然不安定な欧州の政局など、

先行きに不透明感が残る状況で推移してまいりました。

このような事業環境のなかで、当社グループは経営基盤の更なる強化に取り組むとともに、収益拡大に貢献する

製品開発とその拡販に努めてまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は工業用製品事業の売上高が増加したことにより134億３千２百万

円（前年同四半期比8.6％増）と増収となりました。また、利益面でも工業用製品事業の利益が増加したことにより

営業利益14億９百万円（同22.7％増）、経常利益14億８千７百万円（同19.4％増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益10億９百万円（同16.0％増）と増益となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 工業用製品事業

当セグメントにおきましては、化粧用機能原料と医薬用リン脂質の販売増及び販売構成の良化などにより売上

高、利益ともに増加いたしました。この結果、売上高は97億円（前年同四半期比9.9％増）、セグメント利益（営

業利益）は10億２千９百万円（同19.6％増）となりました。

② 家庭用製品事業

当セグメントにおきましては、新規顧客の獲得や新製品の拡販などにより売上高は増加しましたが、原料コス

トの上昇などにより利益は横ばいとなりました。この結果、売上高は31億９千８百万円（前年同四半期比3.3％

増）、セグメント利益（営業利益）は２億２千万円（同0.2％減）となりました。

③ その他

その他の事業の売上高は５億３千４百万円（前年同四半期比21.5％増）、セグメント利益（営業利益）は１億

５千９百万円（同138.8％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度（以下「前期」という。）比41億７千７百万円増加し、

442億４千３百万円となりました。これは主として、現金及び預金の増加などにより流動資産が20億３千７百万円増

加し、投資有価証券の増加などにより固定資産が21億３千９百万円増加したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間の負債は、前期比17億７千１百万円増加し、89億９千１百万円となりました。これは

主として、支払手形及び買掛金の増加などにより流動負債が11億１千万円増加し、繰延税金負債の増加などにより

固定負債が６億６千１百万円増加したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間の純資産は、前期比24億５百万円増加し、352億５千２百万円となりました。これは主

として、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上10億９百万円及び配当金の支払い２億７千３百万円などにより

株主資本が７億３千５百万円増加し、その他有価証券評価差額金の増加などによりその他の包括利益累計額が16億

３千３百万円増加したことなどによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期連結累計期間の連結業績は概ね計画どおりに推移しており、平成29年４月28日公表の業績予想に修正

はありません。

なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によっ

て予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,975,450 9,545,041

受取手形及び売掛金 6,820,077 7,365,124

商品及び製品 2,470,394 2,257,818

仕掛品 1,590,232 1,542,313

原材料及び貯蔵品 2,195,507 2,282,055

繰延税金資産 204,710 238,293

その他 138,699 201,673

貸倒引当金 △240 △241

流動資産合計 21,394,830 23,432,079

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,501,929 3,428,649

機械装置及び運搬具（純額） 2,156,324 1,981,619

土地 3,872,535 3,872,535

建設仮勘定 2,884 164,469

その他（純額） 360,034 370,676

有形固定資産合計 9,893,710 9,817,950

無形固定資産 290,855 316,537

投資その他の資産

投資有価証券 8,273,477 10,475,003

その他 213,476 201,858

投資その他の資産合計 8,486,953 10,676,861

固定資産合計 18,671,519 20,811,350

資産合計 40,066,350 44,243,429
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,132,753 3,654,183

未払金 494,352 580,528

未払法人税等 339,161 464,171

賞与引当金 429,359 517,366

役員賞与引当金 52,472 30,494

繰延税金負債 - 425

設備関係未払金 98,700 310,805

その他 464,570 563,436

流動負債合計 5,011,370 6,121,411

固定負債

繰延税金負債 1,699,777 2,389,377

環境対策引当金 4,396 4,396

退職給付に係る負債 348,643 327,406

長期未払金 31,019 24,984

長期預り保証金 92,922 93,039

資産除去債務 26,230 26,230

その他 5,796 4,449

固定負債合計 2,208,785 2,869,883

負債合計 7,220,156 8,991,295

純資産の部

株主資本

資本金 5,933,221 5,933,221

資本剰余金 6,803,363 6,803,363

利益剰余金 16,517,795 17,254,057

自己株式 △1,023,548 △1,023,934

株主資本合計 28,230,832 28,966,708

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,632,154 5,159,169

繰延ヘッジ損益 △2,915 3,884

為替換算調整勘定 337,823 434,970

退職給付に係る調整累計額 △40,004 △37,028

その他の包括利益累計額合計 3,927,057 5,560,995

非支配株主持分 688,303 724,429

純資産合計 32,846,193 35,252,134

負債純資産合計 40,066,350 44,243,429
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 12,363,268 13,432,436

売上原価 9,167,053 9,864,230

売上総利益 3,196,214 3,568,206

販売費及び一般管理費 2,047,584 2,158,788

営業利益 1,148,630 1,409,417

営業外収益

受取利息 5,716 3,312

受取配当金 78,021 90,740

為替差益 63 －

雑収入 17,726 13,737

営業外収益合計 101,528 107,791

営業外費用

支払利息 1,742 3,405

為替差損 － 18,986

雑損失 2,856 7,206

営業外費用合計 4,598 29,598

経常利益 1,245,559 1,487,610

特別損失

固定資産売却損 2 －

固定資産除却損 6,639 1,803

特別損失合計 6,641 1,803

税金等調整前四半期純利益 1,238,917 1,485,807

法人税、住民税及び事業税 331,633 467,405

法人税等調整額 3,708 △22,178

法人税等合計 335,341 445,227

四半期純利益 903,575 1,040,579

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 869,952 1,009,365

非支配株主に帰属する四半期純利益 33,622 31,214

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 100,572 1,527,015

繰延ヘッジ損益 3,301 7,549

為替換算調整勘定 △409,118 123,161

退職給付に係る調整額 5,670 2,976

その他の包括利益合計 △299,573 1,660,702

四半期包括利益 604,002 2,701,282

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 657,455 2,643,303

非支配株主に係る四半期包括利益 △53,453 57,979
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,238,917 1,485,807

減価償却費 496,324 463,793

貸倒引当金の増減額（△は減少） △21 0

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △19,725 △21,236

受取利息及び受取配当金 △83,738 △94,053

支払利息 1,742 3,405

為替差損益（△は益） 23,257 △502

有形固定資産除売却損益（△は益） 6,641 1,803

売上債権の増減額（△は増加） 652,670 △534,180

たな卸資産の増減額（△は増加） 66,442 192,413

預り保証金の増減額（△は減少） 402 117

仕入債務の増減額（△は減少） △33,703 499,356

その他 △187,599 193,759

小計 2,161,611 2,190,483

利息及び配当金の受取額 84,437 94,056

利息の支払額 △1,742 △3,405

法人税等の支払額 △369,687 △330,258

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,874,619 1,950,875

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △60,520 △8,480

有形固定資産の取得による支出 △389,510 △125,709

有形固定資産の売却による収入 0 -

無形固定資産の取得による支出 △2,612 △21,938

投資有価証券の取得による支出 △637 △758

投資有価証券の償還による収入 100,000 -

貸付金の回収による収入 207 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △353,072 △156,886

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △5,122 △3,086

配当金の支払額 △273,107 △273,103

非支配株主への配当金の支払額 △20,365 △21,852

自己株式の取得による支出 △136 △385

財務活動によるキャッシュ・フロー △298,732 △298,429

現金及び現金同等物に係る換算差額 △84,411 18,297

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,138,402 1,513,857

現金及び現金同等物の期首残高 5,766,885 6,837,702

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,905,287 8,351,559
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連結
損益及び包括
利益計算書
計上額(注)２

工業用製品
事業

家庭用製品
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 8,826,475 3,096,978 11,923,453 439,814 12,363,268 － 12,363,268

セグメント間の内部
売上高又は振替高

82,041 24,702 106,743 16,187 122,931 △122,931 －

計 8,908,516 3,121,680 12,030,197 456,001 12,486,199 △122,931 12,363,268

セグメント利益 861,421 220,474 1,081,895 66,734 1,148,630 － 1,148,630

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業及び薬理・安全性試

験の受託を行う事業を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連結
損益及び包括
利益計算書
計上額(注)２

工業用製品
事業

家庭用製品
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 9,700,027 3,198,006 12,898,034 534,402 13,432,436 － 13,432,436

セグメント間の内部
売上高又は振替高

67,986 25,807 93,793 16,456 110,250 △110,250 －

計 9,768,014 3,223,814 12,991,828 550,858 13,542,686 △110,250 13,432,436

セグメント利益 1,029,963 220,089 1,250,053 159,364 1,409,417 － 1,409,417

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業及び薬理・安全性試

験の受託を行う事業を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。
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